
コ軸

iま

く

醐線輯鶴轍

費醐鵬甥砲事邑

ま
十
点
綴
記
念
日
ゑ
雌
え
た
.

1

8
事
官
ノ
。
一
か
ら
、
終
戦
っ
子
と
同
じ
二
十
四
才
一
政
治
・
経
採
情
勢
の
ー
中
て
と
も
す
れ

あ
り
戦
災
の
豊
田
中
主
ま
れ
た
一
平
需
は
君
事
主
連
れ
だ
か
ら
む
若
者
と
も
い
え
よ
う
a

一
ば
希
望
と
露
集
い
が
い
ち
の
揺
沼
田

ν
一
一
十
凶
才
。
立
派
な
経
由
一
当
写
と
っ
て
一
一
平
七
才
だ
が
、
戦
災
で
一
と
の
ニ
十
由
時
間
岡
、
平
援
市
は
正
く
一
連
続
で
あ
つ
だ
が
、
市
民
ひ
と

Eひ
と

EL母親
仁
な
っ
た
人
一
ノ
ッ
ク
ア
ヴ
ト
古
れ
で
再
揺
し
た
の
だ
一
働
い
た
。
物
量
勲
、
混
乱
を
極
め
た
一
b
の
ひ
た
む
な
?
な
努
力
が
翼
喜
ん
で

一
乙
ん
に
ち
の
繁
栄
を
も
た
戸
長
。

一
ぎ
ら
ぎ
ら
と
煎
り
つ
け
る
ム
真
斑
の
太

一
陽
の
も
と
春
、
品
五
い
に
二
十
四
年
前

一
の
こ
と
を
譲
り
返
P
、
そ
し
て
弱
民
へ

一
白
前
進
を
緩
い
あ
お
う
。

一
終
戦
直
配
置
の
平
塚
雨
白
人
口
は
一
一
一
万

一
九
宇
宙
六
十
五
人
で
あ
っ
た
@
戦
時
中

田
ピ
ー
ク
は
砲
和
+
丸
存
自
主
万
四
千

五
十
人
で
あ
話
。
瞬
間
や
戦
災
の
避

開o.214 (窓月号〕

軍

需

工

事

警

の

霊

安

号

二

予

〆

等

パ

ィ

事

前

車

b

v

一
挙
に
}
万
五
千
人
か
り
の
人
口
減
と
一
た
道
路
は
、
広
く
毅
熱
と
な
白
、
市
中
一
建
築
資
材
の
入
手
は
大
変
な
こ
と
だ
っ
一
吉
田
中
広
も
、
一
一
十
一
年
の
九
月
に
は

な
っ
た
。
乙
の
辺
に
主
役
掃
の
七
三
日
最
在
し
た
寺
院
晶
君
移
転
ち
行
な
一
為
市
軍
施
設
の
転
車
払
い
下
げ
な

A
平
塚
市
民
採
育
大
金
高
か
れ
て

出
と
い
う
高
い
戦
災
温
が
う
か
が
わ
れ
一
わ
れ
た
。
し
か
し
己
的
陰
に
は
、
貴
重
一
peで
、
か
ろ
う
い
己
て
授
業
は
続
け
ら
れ
一
い
る
が
、
い
か
に
も
平
境
の
若
々
し
さ

る
。
一
な
土
地
の
釜
山
や
提
齢
、
B
常
佐
治
に
一
だ
あ
の
頃
の
青
空
教
案
、
ポ
ロ
校
舎
一
が
臨
じ
事
紅
白
骨
。
農
地
面
晶
、
六
@

事
実
、
見
認
す
駁
D
D
等原

i
一
不
硬
を
も
た
生
霊
室
、
市
民
の
一
で
撃
し
た
と
告
も
、
い
ま
は
一
ニ
十
一
一
一
部
剛
警
護
、
平
和
警
の
妻
、

霊
み
の
な
く
な
っ
た
市
街
地
吉
一
大
き
な
犠
牲
と
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
韻
芝
ず
童
公
と

30客
一
亘
書
〕
号
舗
の
拡
幅
と
大
差
事
柄
が

は
、
朝
腕
け
タ
融
け
の
富
士
山
が
奥
横
一
決
し
て
見
落
と
せ
な
い
。
一
の
ひ
と
と
き
、
お
子
さ
ん
に
恐
い
出
話
一
腕
〈
。
二
十
五
年
に
は
《
復
顕
ま
つ

な
ま
で
に
芙
シ
、
よ
〈
見
渥
せ
た
a

一
都
市
計
画
事
業
と
並
ん
で
君
腎
施
設
一
で
も
し
て
あ
げ
た
ら
い
か
が
f

a

一
b
vも
関
か
れ
℃
徐
々
に
で
は
あ
る

八
重
咲
町
に
お
住
ま
い
の
杉
山
久
吉
一
の
復
興
に
手
か
つ
ザ
白
れ
た
。
「
何
は
一

A
敷
商
の
メ
ッ
力
平
塚
V
と
ま
で
い
一
が
復
摂
す
る
平
塚
の
開
通
寺
宇
ん
な
で

さ
ん
毛
十
五
揖
)
の
貴
重
な
ス
ケ
之
さ
て
お
い
て
も
整
問
」
と
い
姦
宵
檀
一
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
台
頭
奈
山
岳
山
傷
口
一
視
っ
た
。
二
十
六
年
に
は
A
七
夕
ま
ヲ

チ
は
、
き
と
に
そ
れ
を
と
怠
ん
て
い
一
先
方
針
は
こ
ん
に
ち
で
も
市
の
一
貫
一
れ
奈
令
部
育
館
@
プ

1
7義
一
品
選
号
、
や
が
て
隣
接
町
村
と

る
。
一
し
た
重
点
巨
額
で
あ
る
こ
と
諒
み
な
さ
一
場
を
み
る
と
会
「
一
一
萱
前
の
乙
と
は
全
一
の
合
慣
も
翼
麗
し
、
平
域
市
は
主
翼
と

焦
土
と
化
し
立
平
塚
湾
建
の
レ
1
ん
一
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
〈
夢
の
よ
ろ
で
あ
る
。
一
も
に
柑
南
の
中
心
都
市
と
じ
て
、
そ
の

は
翌
二
十
一
年
八
ぺ
戦
毒
興
計
一
「
乙
告
に
宮
罪
が
あ
る
。
次
代
一
杉
山
さ
ん
は
、
当
時
議
官
裏
一
形
態
空
襲
言
え
ず
き
つ
つ
あ
る
。
前
適
は

留
土
地
区
画
整
理
挙
業
の
決
定
じ
ょ
っ
一
を
に
な
主
主
計
が
、
学
ぶ
に
教
護
ぼ
な
一
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
年
配
の
万
六
一

vmし
い
。
乙
と
し
は
総
合
開
務
計
画

て
設
か
れ
た
。
戦
災
と
い
う
非
常
に
語
く
、
敷
設
替
す
口
な
い
。
わ
た
く
し
は
一
に
は
商
品
持
v

え
あ
あ
る
風
一
軍
で
あ
ろ
う
巴
一
構
築
U
阜
で
も
あ
る
。
わ
た
く
主
信

額
誌
償
芭
は
あ
る
が
、
乙
ん
に
ち
の
一
乙
れ
を
ほ
お
っ
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
一
箆
担
が
な
い
ま
ま
の
襲
橋
、
普
圭
一
が
過
去
広
早
し
た
不
死
鳥
の
よ
う
な
エ

平
塚
市
の
都
市
計
画
の
要
閣
と
な
っ
た
一
い
」
と
絶
叫
し

t柿
沢
元
市
長
の
乙
と
一
め
た
唾
々
と
し
た
感
じ
白
人
、
時
斜
不
一
点
ル
ギ
1
9将
来
に
向
っ
て
頓
注
し

ζ
と
は
、
ま
さ
に
災
い
転
じ
て
福
と
な
一
ば
が
思
い
出
さ
れ
る
。
一
[
馬
た
忍
う
か
う
ず
〈
ま
る
ょ
っ
に
と
ま
一
て
、
平
採
市
の
発
展
仁
現
力
し
た
い
も

っ
た
と
い
え
る
。
非
戦
災
都
市
が
都
市
一
当
時
間
口
桂
あ
っ
た
小
学
控
は
一
程
在
一
っ
て
い
る
パ
ス
の
型
式
に
も
思
い
出
が
一
安
だ
。

一
一
事
業
の
推
進
仁
脅
告
U
て
い
る
多
一
残
じ
て
揖
然
、
設
掃
と
品
刊
号
あ
る
教
腎
一
あ
る
は
ず
。
一
山
岳
山
三
一
一

ZEE--=一一一三一
E
E
Z
5
3

7

例
主
に
す
る
と
章
、
霊
平
一
方
撃
を
義
設
高
等
小
学
校
選
一
ド
白
額
雪
量
、
警
官
一
替
え
可
!
貴
重
な
ス
ケ
ッ
チ
音
量
し
川

君
主
主
に
震
ま
れ
た
と
も
…
け
だ
物
質
量
監
護
し
て
い
た
一
軍
喜
望
長
一
吾
妻
議
事
と
か
一
川
イ
長
さ
っ
た
草
山
久
室
長
川

古
い
狭
歯
が

2つ
一

室

、

蓄

を

告

を

一

主

主

吉

、

害

へ

の

大

騒

一

山

知

刊

誌

刊

誌

手

王
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最近の留保歳入歳出状況

民
住
部
保
険
年
金
諜
は
、
九
万
一
日
に
1

昭
和
四
十
自
母
度
目
出
回
出
韓
関
口
開
険
制
の
時
税
額
荷
決
定
し
、

日
間
同
時
都
入
者
に
決
定
通
知
曹
の
配
布
を
は
じ
め
る
@
九
月
に
時
税
額
宇
浜
定
す
る
の
は
毎
年
の
こ
と
で
中

る
が
、
本
部
度
は
ζ
れ
と
同
時
に
全
部
で
二
八
a
六
回
の
保
険
税
日
記
苧
吾
妻
議
す
る
と
発
表
し
た
@

探
険
房
調
制
度
の
普
及
に
よ
っ
「
率
的
慣
鐙
は
毎
年
増
高
し
て
い
る
が
、
四
十
一
年
度
以
揖
保
障
説
を
初

吉
ト
庁
る
こ
と
な
〈
と
つ
に
か
対
処
し
て
亨
た
の
で
あ
る
が
、
い
よ
い
よ
京
年
度
の
間
同
様
開
政
収
支
は
、

大
輔
な
爾
握
不
足
が
ゆ
γ
想
吉
れ
、
対
策
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
縄
入
金
田
潟
両
損
措
蜜
の
み
な
ら
ず
、
用
胃

酸
税
の
最
小
限
度
自
引
或
下
彦
君
柔
構
な
く
苫
れ
た
ζ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
@

と
れ
に
よ
っ
て
四
月
が
り
八
月
ま
で
の
暫
定
観
税
額
と
自
筆
は
、
例
年
よ
れ
ν冗
き
な
も
の
rな
っ
て

多
p
pれ
る
と
し
て
い
る
。

き

江
陽
市
甲
に
5
緩
め
の
ブ
i
ル
が
鍔
成

一ー一一盟主議負担金 繰グ"フは絞入

る1.......一探検税 捧グラ71立支出

5，1一一一一般会計繰入金、その他
1 口
忽1iJl

9ド)"--1611') ミ

こUI(iをグ，ぞ <1リ 1110υ~ -] 51'.~ 
/投打研究所

青少年相輯'+f11ull'j→GI!'j 1"/山ゾ
ニ~詑稔

醸躍児童相盟会r[1 9 -16ii~， 

全t!:"Ji務所

4抱

44拒 4月から45年 5月までの保険
税は、次の方法で多家出される。ただ

L、4月からB月分までは暫定的に
賦課し、 9月分から決定税額となる
(1)所取苦手j

基礎控除z 諜税標準額メ 100分
自1.6
マモの他の所取者の場合.43年中
の収入金額必要経費萎礎控

除z 額税額準額x10C分の1.6
( 2)資産割・ 44年度随定理産税額
{土免弘量畏欝分) x 100分の16
(3 )均等罰J.加入者 1人 84C円
(4 )平等割@加入世帯 11
"'(1 )+(2)十(3)十 (4

5万円をこえたときは、 5万河
を探度とする。

V給与控除額は、収入金額の合計が

CIl69万 5千円までは、収入金額x
20河十 7万 6千円

<E69万 5千 1円から8Q万円5千ま
では、収入金額x17.5同十?万
3千円
@89万 5千 1円から 109万 5千円
までは、収入金額X 7.5師十，8
方 2千円

@ lCヲ万5千 1円以よは、 26万 5
千円

A胃Ijj額主主除は、給与所得X5出で簸
高 2万円
V基礎控除は、 12万円

E揮出関E
1、家族5人が加入し、加入者の43
年中の総所揮色合言l霊買が60万円、
固定資11'税額が 5千円の揚告。

ぷ ':1 丸田O円 x~_= 曲。1'1
1明

録保中東省均等8<0円x5人口 4，2加円

j1l.出叫'1'等 1，5岨円 11世間 =1，560向

、合，;rc有仰)10，7開円

ふ家族5人で、世話主が社会保険
に加入していて、家族のうち 2人
が臨時に加入し、士生帯主の43年中
の所帯金額が60万円、固定資主主税
績が5千円のお合。



つ
い
て
は
、
十
月
上
旬
か
ら
着
手
す
る

予
定
で
撒
捕
を
す
す
め
て
い
る
。
工
期

は
い
ず
れ
も
来
年
三
月
末
ま
で
で
、
と

の
間
工
事
施
行
区
域
の
み
な
さ
ん
に
は

な
に
か
と
不
便
を
か
け
る
ζ
と
に
な
る

と
嵐
わ
れ
る
が
、
工
事
が
計
画
ど
お
り

す
す
み
、
一
白
も
早
く
本
格
的
下
水
沼

が
完
成
す
る
よ
ろ
協
力
L
て
ほ
し
い
。

ラ

3ALJELf--J33Z332

菱
重
、
紅
ハ
容
の
7
iケ
i
ド
の

下
託
、
韓
親
告
布
設
す
る
工
事
か
ら
は

じ
拍
る
町
p
e
i

変
盤
綾
田
ひ
ん
ぱ
九
な
遜
路

~ c:.. 

を

い
で
〈
#
さ
つ
や
先
怒
川
わ
だ
く
動
ず
る
会
態
の
#
1
1
u
さ
究
大
開
聞
に
時
企
額
庁
の
新
全
国
総
合
騎
民
間
計
幽
い
地
域
で
あ
る
田
中
部
の
大
融
、
一
一
対
一
筒
事
第
四
一
品
化
、
情
防
活
再
劃
由

し
は
か
ね
て
か
阜
市
民
の
一
た
め
に
、
朱
一
色
宅
力
強
〈
問
主
あ
げ
ら
れ
た
の
中
に
あ
る
「
広
埴
生
活
信
」
構
想
宮
お
よ
び
伊
勢
息
ニ
町
の
首
長
に
呼
共
同
実
施
な
ど
、
謂
査
研
究
綾
子
す

呂
先
生
白
絵
空
市
に
祷
望
む
た
い
と
忠
治
翼
の
作
い
で
あ
る
。
で
あ
る
。
し
か
為
ζ

の
一
一
一
つ
が
同
時
び
か
け
を
し
た
。
そ
の
踏
襲
、
昨
年
め
が
品
桔
出
向
、
お
よ
七
二
七
五
項
目
に

引
っ
て
い
た
宅
、
票

t毛
、
己
れ
で
ま
さ
っ
、
揮
が
た
い
芸
に
進
め
ら
れ
よ
う

tて
い
る
。
買
に
、
話
し
合
い
の
機
会
者
号
室
事
業
に
つ
い
支
報
告
書
室

5u

「
先
生
嘉
夫
市
に
む
蓮
如
が
精
霊
在
、
市
の
震
に
加
え
る
こ
と
乙
ろ
育
現
在
の
自
治
拡
一
行
政
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
と
め
あ
げ
た
。

1

え
ま
せ
ん
か
」
と
が
で
き
た
の
は
、
大
き
な
喜
び
で
が
、
そ
の
市
町
村
白
区
域
で
は
、
交
じ
ほ
ら
く
は
普
長
戸
」
け
で
‘
輯
談
謂
説
会
は
τ
ζ
れ
を
中
心
に
質
疑

印
刷

ζ
車
窓
に
お
甑
い
し
だ
わ
た
あ
る
。
横
地
先
生
民
心
宇
田
臨
謝
遇
、
通
信
白
手
段
が
発
達
し
、
そ
の

A
闘
を
函
時
開
い
て
き
た
が
、
や
が
て
意
見
守
換
を
符
な
っ
た
釘
有
研
究

太
〈
し
の
ぶ
し
つ
け
な
開
し
え
れ
に
対
す
る
次
第
で
あ
る
。
行
政
へ
の
要
求
が
高
度
似
し
て
き
た
首
長
白
ほ
か
助
役
、
議
会
の
正
副
議
金
作
成
の
報
告
書
在
、
全
員
異
議
な

一
/
し
、
先
生
は
な
ん
の
宮
い
も
な
聖
市
喜
の
応
重
量
げ
今
日
で
は
震
に
合
わ
な
〈
な
っ
長
お
よ
び
覇
軍
事
単
語
く
貢
二
十
二
日
に
採
訳
す
る
に

慨

を

一

主

義

ソ

:
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一

一

一
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揺
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説
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や
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矧
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離
れ
川
(
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三
込
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一
¥
一
¥
~
?
?
に
uhhι

日
託
子
一
揮
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強
立
震
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出
品
し
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て
き
た
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し
た
が
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て
生
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務
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易
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襲麗 8月目、問、 19El 
よる 5鶏~吉野寺

露盤見附台体育館前

主催・平塚市レクリ

x-ション協会



山 0・ス.，信!T舎玄関前9姥集合一競輪場ー進級学
鶴一機機研究所一東海大学{昼食)一大神清鯵乍紫

場←消防鋭練場一媒営水道寒JlI水源一馬人工業E聖地 2 
-市役所前{解散) l 
畿員5，.募 a市内庭位の満20才以上の人 120ん率す :翻重量 F司・傑料{ただしこ質問の畳食代必婆}

応募先・平塚市浅tma1宮番1号平塚iむ役所広報課

市

数

多

樟

育

課

で

は

、

市

民

の

み

初

均

て

ラ

ケ

ッ

ト

営

札

ぎ

る

人

も

て

み

て

は

:

。

日

時

な

P
あ
思
い
合

な
事
ん
に
一
人
一
で
も
事
〈
ス
ポ
1
Y
A婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
長
多
数
番
加
し
て
い
る
。
あ
な
た
も
ぜ
わ
せ
は
樟
甫
諜
へ

(
T
E
L引℃一一一

伝
説
し
み
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
市
お
註
1
9月
8
一

日

)

ひ

一

度

、

テ

ニ

ス
F
K目
ー
っ
て
み
て
ほ

O
五
七
〉

民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
あ
日
を
は
芯
位
単
守
山
悼
カ
テ
ス
ト

(8月民、
B
、
旬
月
九
用
具
は
テ
ニ
ス
協
会
で
帯
備
し
関
部
宵
行
事
の
お
知
ら
せ

朝

テ

ニ

ス

教

室

、

滋

回

ス

ポ

ー

ツ

教

沼

田

〉

て

あ

MGの
で
、
、
者
若
男
女
年
令
に
関
マ
市
民
総
合
俸
育
大
会

(8月
糾
寝

室
泣
ど
相
次
い
で
計
局
-
あ
な
た
の
マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
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鏑対象・北海道家北出身者

繍申 込・氏名、年令、住所、童書

務先、、出身地を明記

往復はがきで下~ilへ

問い合わせ、申込{土乎塚市民生部青少年課へ白菜害警部T吉-1) 
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熱
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に
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な
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な

い
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さ
し
砕
い
ふ
き
シ
ぽ
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玄
市
ん
主
主
再
定
。

勉
強
を
す
ま
す
と
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臨
に
、
山
に
ま
つ
〈
ろ
に
な

っ
や
航
に
汗
を
に
じ
ま
せ
℃

puろ
暑
さ
伊
薬
し

ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ

し
か
し
そ
の
反
面
、
病
腕
白
持
合
察
も
ζ

ど
ち
で

い
っ
ぱ
い
。
病
気
に
な
っ
て
も
と
ど
も
泣
元
気
だ
e

だ
が
、
夏
休
み
も
為
う
す
こ
じ
。

あ
す
の
平
援
が
品
開
負
っ
て
立
っ
こ
ど
も
た
ち
白
た

め
に
、
お
と
な
と
い
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と
な
は
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事
故
の
な
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ろ
、
す
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T
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と
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て
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て
や
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た
い
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横浜薬害選会館

横浜県職会館

I! 

If 

横須賀支化会

館

11 29 Eヨ横浜中小企幾
会緩

重量申し込み湘帯地区行政tシター聴
務撮へ

露重吉新申請績に受講していないと串

請できません

現31年中{こ許可在授けたコ告は10月15
弱までに手続を

わが子たちのために市内によい環境を;確保しよう

努係団体の代表78名が集まヮてく社会環境の浄化を促岩

する会〉が発足し、地域ぜんぷの人の参加を得て活動を

渓隠している、あなたの積極的な支援も山。
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ZとLから主主主君
事按お溌足した

。金問公民館。

金団地区は舟沢に霊童を発Lo

相模湾に注ぐ金百!IIの下流域に
泣慢し、東は大野島田地区、北

は間輔、践に金呂、.西需に旭

と椋務接する広在約3KnIの、
起伏の扱とんどない7.1<団地響

である.

昔えた、北端を伊E草原街選、南
捕を秦野街道tJ.走 b平塚輯ヘパスで15分程度の軍使の所であ
る.最近は東海道新幹輯が地区の中央を北東から碍西にかけて

超スピー l々で記El?ぬけている.
現在の金団地区は人口約360C、世帯 850の農村地帯、最近は
他地区からの転入者が多心地区の半分以上はす.5"lJーマYで

だんだん都市化白個向にある。金田公民館の場所は地区のほぼ

中心地にあ白、まわDには農協、小学校、揮宵所、私立幼稚騒
帯があり、いわば金屈の中心部ともなっているとζろで畠る。

当公民館は37年4月 1自に関錯し、今年でB年目を迎え建物は
木造平家建である。

敷地面積は 511m'、建物箇績は 284m'で内部構造はホ}ノレ、
和室関蜜箆元金議室、認理案および事務蜜の6笠からなってい
る。

利用状況は月平揖20i'h利用者数は 400人前睡で、東j用者は
地区内白背年、婦人、老人などの各グノレ}プ四団体で夜持田使

用tJ'大部分である.
当館の牢題行事としては各緩成人譲渡や益事づく b講留品、と
ども映間企h 盆おど D大晶、地区レクロ晶~~ノヨジ大会、敬老

虫、菊花展示会などが行なわれ、市民総合体育大会への選手派

遣や成人のつどいも行なっている。

《二〉

おとな

おとなはP1Jのパ

イキンだ子供だっ

てゴミは外ヘナて

ないのに、おとな

は平気ですててい

る。

間了のけいじ板だ

てコてゴミはくず

かとにと書い

である。

おとなは字iJI

よめないのか
マ崎

'<述、。



ている. r原測であって郡古によ鈴
変質もある.日輔自はあくまで体重量

臼であ吉、診療は議議患者に擦る」

とされている.
頭共済構霊草‘.......‘ (32題作50)

磁平館市民輯院“ (32局∞15)
観演慰金病院 (31局0520)
髄杏禦鎗輯続…..(21局0346)
観禽E自購院・ ._.. (21屑0570)
密事務調星電 ..-. (21局0911)

恐ろしい伝染病などの発生源であ

る補生害虫者絶滅し、平韮童市を住み

よい潔演にしていこうと、輔生課ち

は、先月から家路への油剤の煙霧聾宣

布在実施しているが、乙のほど、 s
~9 月の臼裂が決まった.

車種巡回日程

8月22S (金)

'" 23日{土)
9 25沼(月}
? 26日{火)
タ 27S(水)
~ 28日(木J
". 29S (金)
? 30日(土〉
?月 1臼{月〉

'" 2日{火)
'" 3日(7)<)
.. 4日(木)
.. 5日(最)
.. 6臼(土〕
?- 8 B (月)

錦町田了内金

高浜台自治会

千石河岸自治会。
城島部落。
4区町内会
土慶大庶子分部落

代宮前自治会

タ欝<".5'自治会。
主豆町自治会

富松町自治生

浅潤IIIJ自治会
二曹長

農林省癌主主正式験所

立野貯金
0 

9 

土農大寺分部落

薗
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春
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代
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有
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義
に
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ご
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た
い

援
社
会
奉
仕
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守
し
た
い

留
地
域
や
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設
の
人
た
ち
の
役
に
た
ち
た
い

厩
友
だ
ち
を
多
〈
っ
く
り
た
い

臨
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
た
い

の乳児

覇巡鐙毘主主

9.FJ1S 罰崎公民鎗 ごと康公民館
.. 2日金a公民館
" 3日 韓島公民館王宮沢公民館
.. 4 日豊田~J>認書

。5臼金自公民鰭
'" 6臼中原公民館
? 9 i夜間篠公民鎗
。10S 東中原公民館
.. 11日旭公民館
。12臼〉異土公民館
。13日大野公民館
9 16臼神田公民鐙
ク 17日崇醤公民館
。18沼松原公民館
夕 刊日構内集金場

タ 24日 露二と見公民館
1- 25日花水公民館
.. 26S 須賀公民銀
ク 27呂 田四之宮公民館

鰯時間は各会場とも午前守持から午

前1C時30分まで

髄i盟M 窪魁i援遂混星態議援護彊緩誼緩轟霊寵義憲議薄弱怒援麗語翻纏鐙灘
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ま
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一
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…
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ク
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ブ

)

…
な
か

i
@
高
校
生
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体

;oJ 

~fi 
のは

衛問山f高口i叫棋ね公ぐがが平2計稜色八可紅21望星
長乏つ ニZ二. ，、ぞう

町 長:松i 木川ょ谷や I~ 言
日 延2内ち下主根ね田だ縄2間違所ぞ入号賀か箔怜;町!町;町;町11豊宮
城傘下t大耳吉tE8 r.: f-5J河用問書i~tk時東円高石石125

山尚 4 原よ原~ I 柿
本立干ま宮字号、とが豊t畳t畳t 之のこ干~: I削資
舘言 閉ま ー下k上主 i里Y¥Y

対島2 神主際Z 村同内J 下主嶺~*~尽だ沼恒国だ原，猷宮争指r 1宮?i妻ぎ
厨;其2片主北E広2千Z時附上士下t土Z入い入目飯:長E寺E大;:'J♂ i夢見
付 金E 須匂左官E吉E 臼と鰍iR
原i;閏定問主自めJ1lt谷ゃ自め輔f沢Z沢Z麗ぞ野の部ぷ畠ij守t事事2鳥k島主

引き続き

・ジ/7lJヤ e高度しよう嵐
混合由三種混合?回めを18日から翼
擁する，また、 9月 1尽から宵児穏
織を21会場巡3llで行なう。さらに、
先月に引き続いて、蚊、はえ、ゴキ

プ立など室内の楠生望書虫色徹底政験

者自舗に、 8汚から )j司にかけての
猶剤白煙怒沼署呈空発表した。

握対親・①昭和43・11.1 ~44 ・ 4

・3Cまでに生まれた誌、ちゃん (3回
接種)'.@昭和42・11・1~43 ・ 4
• 3 0 Sまでに生まれた子と43年軟
に第1郊の接種を終えている子 (1
回接種). (乙の接種は、破しよう

!!l.も古む三種混合)

灘巡回日程 (1臨目)

E月18日金自公民鮫土産公民怨
.. 19臼豊田公民館金田公民察官
。20S 慌時公民館組島公民館
。21月旭公民舘 宮沢公民館

'" 22臼神田公民館松原公民館
。23日 富士見公民鐙
。2S日 !日間之事公民館
。26日大野公民鵡横内集会議
'" 27臼 中原公民館
。28日須賀公民館花水公民館
。29臼 見附台武道場
窃巡回詩程・(2回目)
盟封艶・①第3期 e ・来年4月の入
学児。@三種混合・・ 8月に同じ曇
@ジブテ旦ア{第3期〕昭38・4・
2~39 ・ 4 ・ 1 までの出生者e

9月 8臼 金自公民鎗土屋公民館
'" 9日 豊田公民館金田公民館。

日本全国のおばけS奪三れ/

吸血訴後ダイモン襲来

すこ1、lIi!カと妖禽てJ

あっと務〈大決戦〆

真し
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害
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瞳
e
構
械

(
6
h月
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人
〉
と

仕
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(
6か
月
治
人
)

マ
応
葬
費
格
・
∞
年
齢
満
開
ω
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揖
ま
官
、

ω一
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慮
、
経
験
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数
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諮

通
商
枝
、
大
卦
卒
者
は
一
一
一
年
以
上
・

工
業
高
校
革
は
一
一
年
以
上
、

い最盛期には i臼 189車を出荷

した記艇があり平常も 15C車部
挫で当時、ま駅の収入自大半は

砂利の営代詩 砂利輸送遍筑であったa また英

の噴いまの下り 1
高瀬模空苦 下 Dへ1戸J巧 I!'仕

明治18年 (18851の審、太政になり 2・3• 4番組も設けら
大b'iが廃され伊藤捧文がはじめ れ入換機自白も常駐するような
て内閣を組織すると東京一京都。ありさまであった。また機宮司単

をつなぐため白鉄道事ti{;，t，いで東 の議申台もL史けられていたほど

海道に布設するζ とを決定し銑 である。」と裁っている。

道自長官に井上馨を任命した。 宮代昌一む(，3コヲ24)は鉄
着工は明治何年7月横浜 国道関工部技長原口明に特別番顕

府博fr_-IJO)30マイノレ74チエンを 1 苦受けたという e 明治2C年かれ

ケ年間に完成するととを命令し はあ昌のラJ盛りであったので椙
た。(東京一横慌鴎附すでに拐 摸 II(の砂利採取を生援の事業と

治 5年開通していた。〉 。して軍次二三をなし一般から「砂

設計と監督は工部技長原口要 治j大尽」といわれ平塚市の経済

(1851-'，9271 ii1行ない藤沢以発展に大きく寄与した乙とは特
西は穿村議太郎 (1859-1943) 輩さるべきところであるa

一一一一一一一一一ーが産室長の責任者となった。 揖継者自代、ド蔵(1884-1ヲ53)
鉄道工事に最も必望書なも自は も右砂利採取業に打ち込み現在。

砂利である。か〈て太古以来宋宮代砂利KK、富代捷商KKの
開発であった相模}(Iの砂利採取萎穫を持いたばかDでなく神奈
がはじめられたのである。!JlI県会議員、平J車市会議員に当
平塚駅70年誌に Fζれが採取。選ずること敏朗再三そ白書議長に
と移出を始めたのは馬入対D宮島推され地万自治のためにも寅蘇

代甚七である。需要ii
'
増加する ずるところが証すくなかった。

平塚市商工会議辞副会鎖、寓

代静粛I}KK、宮代理屈KK校長

富代甚三民は三代自にあたる。

言T人口

156，685人
日，016世帯

67.印刷
2，303人
162倣帯
2ヲ5人

じ]，70世帯)
( 8，454 -*' ) 
696 ，少〉

( 3，078 -*' ) 
466 l' ) 
(2，3507) 
868 -*' ) 
(2，586-*') 
784 ~ ). 
( 1 ，779 ~ ) 
1'4.7 .1現在}
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晶なた申知i>範聖書に、よい行ないをLた資少年 (20才
未満}がいたら氏名・年令・性商 a学校または勤務先
e推薦理由をお知らせ〈ださい。推務者拡住所・氏名

舎がならず明記。うこと、時間里~潤い車せん@
Z1;; {市民田鵠潔をおまちします。

草子事震構事寄金議事関霊車協喜義重量
民生部宇野少年練内 (22) 1 7 0 0 
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